
(日)

17 -1st- 19
15 -2nd- 7
18 -3rd- 26
23 -4th- 25

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A

4 ＊ 7 1 2 0 2 3 1 4 0 0 0 0 0 0 0

5 ＊ 2 0 1 0 4 2 3 5 ＊ 6 2 0 0 1 1 0

6 12 0 6 0 3 10 1 6 ＊ 22 0 7 8 3 5 2

7 4 0 2 0 0 4 0 7 - - - - - - -

8 0 0 0 0 2 2 2 8 - - - - - - -

9 ＊ 6 0 1 4 5 0 0 9 - - - - - - -

10 16 4 2 0 2 1 0 10 7 0 2 3 2 2 1

11 ＊ 3 0 1 1 1 1 0 11 11 0 5 1 3 7 1

12 ＊ 12 2 3 0 2 1 1 12 ＊ 10 1 3 1 3 2 7

13 - - - - - - - 13 ＊ 19 3 5 0 2 8 0

14 11 1 1 6 2 2 1 14 ＊ 2 0 1 0 3 7 0

0 0

73 8 19 11 23 26 9 77 6 23 13 17 32 11

OT1 OT2 OT1 OT2

－ － 29:11 33:26 39:44 － － 17:15 － 39:52 － － － －

3Q・4Q

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファウル　　R：リバウンド　　A：アシスト

　１Ｑ両チーム共にディフェンスは、ハーフマンツーで始まる。出だし岡山は栃木のファウルを誘い、フリースローを確実に決め加点
する。その後栃木は、＃１３が連続でシュートを決める。点差を開きたいところだが、岡山の激しいディフェンスにより得点が続かず、
思うように点差が開かない。岡山は、外国人選手＃６を投入しきっかけを作るが、一進一退の攻防の中１Ｑ終了。１７－１９でわずかに
栃木がリード。　２Ｑ両チーム激しいディフェンスをしかけ、楽に攻めさせない。どちらもノーゴールの時間が２分間続く。重い雰囲気
の中、岡山＃６のシュートやディフェンスリバンド等でゲームが動く。さらに岡山＃１２の３Ｐシュート、スティールからのシュートで流れ
が変わり、たまらず栃木がタイムアウトをとる。その後、岡山は巧みなコンビプレーで加点するが、栃木は４分間ノーゴールの時間帯
があり、苦しい展開のまま３２－２６と岡山がリードして前半終了。
　後半、開始早々栃木は積極的に攻め、＃１３の連続ポイントで追撃。あっという間に点差を縮める。対する岡山は、＃４の落ち着い
たリードで慌てず、＃１０、＃６が得点。更に、栃木は、ディフェンスを変え相手のリズムを崩し、５０－５２で再び栃木がリードして３Ｑ終
了。４Ｑ、岡山＃１０が要所でシュートを決め、一進一退の攻防が続き、気の抜けない時間帯が続く。両チーム共に、インサイドを攻め
るが、お互いのディフェンスがよく攻めきれない。結果、アウトサイドとインサイドをうまく攻めた栃木が７３－７７と接戦を制し、準々決勝
に駒を進めた。

記載責任者 野村　真理子 （所属） 岐阜県バスケットボール協会

TOTAL TOTAL

Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q Timeout

（経過時間）

1Q・2Q

Coach 益本　淳 Coach 落合　嘉郎

納谷　幸二 笠原　太志

山野　俊介 中川　真雄

佐宮　大吾 吉澤　康太

木村　晋輔 細谷　将司

杉本　智広 遠藤　祐亮

竹原　康広 上杉　翔

松本　克也 宇津江　貴志

TEAM A 岡山 TEAM B

Sow　Thierno　Faty 高村　成寿(C)

辻本　雅敏 輪島　射矢

渡邊　大樹 高崎　陽平

栃木

選手名 選手名

佐藤　朋信(C) 荒井　尚光

○ Team B

73 77

Team A ●

岡山 栃木

2012年9月30日 主審：

開始時間： 13:30 副審：

成年男子2回戦

木下　晋一

小牧　秀則

開催場所： 高山市立中山中学校体育館

東日本大震災復興支援

第６７回国民体育大会　バスケットボール競技

MATCH No. 30D3

試合区分：

開催期日：
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岡山 栃木 
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